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９
月
定
例
会
　

9月定例会で決まった主な案件
一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　   （万円未満切捨）

◇電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業（低所得者世帯へ給付金を支給）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4億7661万円
◇新型コロナウイルスワクチン接種事業（オミクロン対応ワクチンの接種など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2億4703万円
◇生活支援給付金事業・生活応援事業（原油価格や物価高騰の影響を受けている世帯を支援）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  6億3097万円
◇物価高騰対策支援事業（高齢者・障害者施設、保育園などへの原油価格と食材費の高騰対策）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  2443万円
◇肥料価格高騰対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  425万円
◇放課後児童クラブ整備事業（遷喬放課後児童クラブ施設整備）　　　　　　　　500万円
◇三和地域交流拠点施設整備事業（三和荘および関連施設の改修）　　　　2億3200万円
◇マイナンバーカード普及強化事業（マイナンバーカードの普及を促進）　　　2107万円
条例の一部改正

◇福知山市学校給食費の管理に関する条例の制定
　福知山市大呂自然休養村センター条例の一部改正　など
令和３年度一般会計・特別会計・企業会計決算の可決および認定
その他

◇工事請負契約の締結について（日新地域公民館・体育館大規模改修工事、京都府中・北部地域
　消防指令センター高機能消防指令システム設置工事）
◇物品の取得について（ＩＣゲート・ＩＣタグ関連機器、Microsoft Office ライセンス）
◇財産の無償貸付（旧菟原小学校校舎棟、屋内運動場棟などの建物や土地）　など
人事議案

◇教育長の任命（１人）、教育委員の任命（１人）、固定資産評価審査委員会委員の選任
（１人）、人権擁護委員の候補者の推薦（４人）

◇原油価格や物価高騰への支援やオミクロン対応ワクチン接種など、
「原油価格・物価高騰緊急対策や新型コロナウイルス感染症
関連事業など」の補正予算を可決！
◇令和３年度福知山市一般会計、特別会計 １１会計、企業会計 ３会計の
１５会計の歳入歳出決算を可決および認定！
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８
月
30
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
63

日
間
に
わ
た
っ
て
９
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
国

際
情
勢
に
よ
る
原
油
価
格
や
、
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
の
影

響
を
支
援・負
担
軽
減
す
る「
原
油
価
格・

物
価
高
騰
緊
急
対
策
」
や
オ
ミ
ク
ロ
ン

対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
の
補
正
予

算
、
学
校
給
食
費
の
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
、
物
品
の
取
得
、
教
育
長
の

任
命
な
ど
の
人
事
案
件
な
ど
、
25
議
案

が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
委
員
会

に
お
い
て
、
９
月
26
日
～
28
日
に
所
属

別
質
疑
、
10
月
６
日
に
総
括
質
疑
、
７

日
に
自
由
討
議
な
ど
を
行
い
、
10
月
31

日
に
全
議
案
可
決
お
よ
び
認
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、

９
月
８
日
、
９
日
、
12
日
の
３
日
間
で

行
わ
れ
、
16
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
Ｐ
11
～
19
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

請
願
に
つ
い
て
は
、
１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
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三
和
地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
事

業（
三
和
荘
の
改
修
工
事
）

問　
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
10
室
と

し
た
積
算
根
拠
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
平
成
29
年

度
の
合
宿
状
況
と
し
て
、
年
間

１
１
１
件
の
利
用
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
93
・
７
％
が
６
人
以
上
と

い
う
こ
と
で
、
団
体
の
最
小
単
位

を
４
人
か
ら
６
人
と
想
定
し
て
、

男
女
別
に
４
、
５
人
が
一
度
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
通
常
の
ユ
ニ
ッ

ト
を
４
室
と
車
椅
子
用
を
１
室
設

定
し
た
。

問　
宿
泊
施
設
の
部
屋
数
を
減
少

す
る
理
由
は
。

答　

こ
れ
ま
で
は
２
階
と
３
階

が
宿
泊
施
設
で
あ
り
、
稼
働
率
が

40
％
前
後

で
あ
っ
た
。

稼
働
率
を

上
げ
る
た

め
半
減
し
、

３
階
の
み

と
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
強
化

事
業

問　
臨
時
職
員
に
関
す
る
費
用
と

し
て
、
４
４
８
万
５
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
人
数
や
体
制
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
４
人
の
雇
用
を
予
定
し
て
お

り
、
自
治
会
や
企
業
へ
２
班
体
制

で
出
向
き
、
出
張
申
請
窓
口
を
開

設
す
る
計
画
で
あ
る
。

高
齢・障
害
福
祉
施
設
等
物
価
高

騰
対
策
支
援
事
業

問　
原
油
価
格
高
騰
対
策
分
の
車

両
に
対
す
る
補
助
の
詳
細
は
。

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
発
表

し
て
い
る
都
道
府
県
ご
と
の
ガ
ソ

リ
ン
小
売
価
格
と
、
国
土
交
通
省

が
公
表
し
て
い
る
燃
費
の
基
準
値
、

市
内
の
事
業
所
に
聞
き
合
わ
せ
を

し
た
平
均
的
な
走
行
距
離
な
ど
か

ら
燃
料
使
用
量
を
積
算
し
、
市

で
１
台
当
た
り
の
単
価
と
し
て
、

乗
車
定
員
５
人
以
下
の
車
両
は

６
５
０
０
円
、
６
人
以
上
の
車
両

は
１
万
３
千
円
に
設
定
し
た
。

福
知
山
市
生
活
支
援
給
付
金
事
業

お
よ
び
福
知
山
市
生
活
応
援
事
業

問　
事
業
の
背
景
や
目
的
は
同
じ

だ
が
、
給
付
金
と
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

と
い
う
違
っ
た
手
法
を
用
い
た
理

由
は
。

答　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財

源
と
す
る
場
合
、
全
市
民
を
対
象

と
し
た
事
業
に
は
活
用
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
影
響
は
全
市
民
が

受
け
て
い
る
た
め
、
一
般
財
源
を

活
用
し
違
っ
た
支
援
方
法
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
異
な
る
財
源
を
活

用
し
た
場
合
で
も
、
ど
ち
ら
も
現

金
、
も
し
く
は
、
ど
ち
ら
も
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
と
な
れ
ば
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
活
用
は
で
き
な
い

こ
と
と
な
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

問　
現
在
の
遷
喬
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
状
況
と
新
築
さ
れ
る
建
物

の
概
要
は
。

答　
現
在
は
１
、
２
年
生
が
66
人
、

３
～
６
年
生
が
53
人
の
２
ク
ラ
ス

編
成
で
運
営
し
て
お
り
、
部
屋
の

広
さ
は
ど
ち
ら
も
80
㎡
で
あ
る
。

遷
喬
小
学
校
南
校
舎
の
西
側
に
軽

量
鉄
骨
造
２
階
建
を
新
築
す
る
も

の
で
80
㎡
の
部
屋
が
４
部
屋
あ
り
、

３
ク
ラ
ス
編
成
で
運
営
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
今
年
度
は
設
計
業
務
を
実
施

し
、
令
和
５
年
度
中
に
建
築
工
事
、

令
和
６
年
度
当
初
か
ら
運
営
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

問　

土
壌
診
断
に
要
す
る
経
費

の
補
助
金
申
請
期
間
と
対
象
の

１
５
４
７
経
営
体
の
算
定
根
拠
は
。

答　
年
内
に
Ｊ
Ａ
な
ど
を
通
じ
て

申
請
を
受
付
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
ま
た
、
経
営
体
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
基
づ
い
て
い
る
。

問　
書
類
の
申
請
先
は
。

答　
国
の
事
業
、
市
の
事
業
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
な
ど
を
通
じ
て
の
申
請

と
な
る
よ
う
調
整
し
た
い
。

追
加
補
正

電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
事
業

問　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
実
際

に
給
付
さ
れ
る
時
期
は
。

答　
事
務
量
に
も
よ
る
が
、
確
認

書
到
着
後
１
、
２
週
間
で
振
込
を

完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
家
計
急
変
世
帯
へ
の
給
付
の

受
付
期
間
は
。

答　
国
で
は
、
令
和
５
年
１
月
末

ま
で
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
自
治
体
に
応
じ
て
３
月
末

ま
で
の
支
払
い
決
定
ま
で
猶
予

を
設
け
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
遅
く
ま
で
対
応
で
き

る
よ
う
意
思
決
定
を
し
た
上
で
、

要
綱
で
示
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

問　
生
後
６
カ
月
以
上
４
歳
以
下

の
乳
幼
児
へ
の
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
周
知
方
法
は
。

答　
乳
幼
児
接
種
は
、
３
回
で
１

セ
ッ
ト
と
い
う
取
り
扱
い
に
な
っ
て
お

り
、
接
種
間
隔
と
し
て
１
回
目
と
２

回
目
が
３
週
間
、
２
回
目
と
３
回
目

が
８
週
間
、
ト
ー
タ
ル
11
週
間
必
要

と
な
る
。
３
月
末
ま
で
に
３
回
接
種

を
完
了
と
い
う
期
間
が
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
申
請
方
式
で
は
な

く
一
斉
に
案
内
を
送
る
予
定
で
あ
る
。

予算審査委員会

■三和荘の改修工事に着手（２カ年）
■原油価格・物価高騰緊急対策
■遷喬放課後児童クラブを遷喬小学校敷地内に新築移転
■追加補正でさらに低所得者への支援（電力・ガス・食料品など価格高騰）

改修が予定されている三和荘

予
算
審
査
委
員
会
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告
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市民病院12年連続黒字で38億円の累積赤字解消
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所
属
別
審
査

■
ふ
る
さ
と
納
税

問　
過
去
最
高
の
３
億
１
７
０
５
万	

６
５
０
４
円
の
寄
附
額
と
な
っ
た

が
、
業
務
委
託
に
要
す
る
費
用
や

他
自
治
体
へ
の
寄
附
に
よ
る
減
収

を
含
め
る
と
、
ど
の
よ
う
な
決
算

状
況
と
な
る
の
か
。

答　
委
託
料
や
人
件
費
に
要
す
る

経
費
、
他
市
町
村
へ
の
令
和
３
年　

中
の
寄
附
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

約
１
億
２
９
５
万
円
を
差
し
引
い

て
も
、
お
お
よ
そ
５
４
６
０
万
円

と
実
質
プ
ラ
ス
と
な
る
。

■
避
難
の
あ
り
方
検
討
会
推
進
事
業

問　
執
行
率
が
52
・
０
％
と
低
い

要
因
は
。

答　
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
内
閣
府
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
認
定
を
受
け
た
た
め
、
こ
れ
に

関
す
る
事
業
費
は
内
閣
府
に
て
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
で
の
支

出
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
市
で

設
置
を
計
画
し
て
い
た
危
機
管
理

型
水
位
計
に
つ
い
て
、
企
業
側
か

ら
モ
デ
ル
実
施
を
行
い
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
、
無
償
で
取
り
付

け
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら

執
行
率
が
低
く
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

■
め
ざ
せ
！
「
救
命
の
絆
」
世
界

一
の
ま
ち
事
業

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
救

命
士
養
成
講
座
の
受
講
者
数
減
少

へ
の
対
策
は
。

答　
令
和
２
年
度
に
比
べ
、
令
和

３
年
度
の
受
講
者
数
は
１
・
６
倍

と
な
っ
た
が
、
感
染
対
策
に
よ
り

人
数
に
制
限
を
設
け
て
の
実
施
で

あ
っ
た
。
市
民
の
応
急
手
当
普
及

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
も

回
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

■
福
知
山
鉱
山
坑
廃
水
処
理
場
管

理
運
営
事
業

問　
水
質
検
査
の
結
果
と
市
民
へ

の
周
知
の
考
え
は
。

答　
検
査
の
結
果
は
全
て
基
準
値

内
で
あ
っ
た
た
め
、
お
知
ら
せ
は

し
て
い
な
い
。

■
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
（
子
ど
も
政
策
室
）

問　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
25
万

円
か
ら
令
和
３
年
度
当
初
予
算

９
１
３
万
３
千
円
に
拡
充
し
た
が
、

執
行
率
が
33
・
１
％
と
低
く
な
っ

た
要
因
は
。

答　
保
育
園
な
ど
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
39
台
の
設
置
に
あ
た
り
複
数
者

か
ら
見
積
り
を
と
り
、
そ
の
平
均

額
で
予
算
計
上
し
た
が
、
結
果
的

に
落
札
額
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
で
あ
る
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
提
供

事
業

問　

避
難
行
動
要
支
援
者

３
６
０
６
人
の
う
ち
未
回
答
者
が

１
３
３
６
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
対
応
状
況
は
。

答　
同
意
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、

改
め
て
確
認
の
手
紙
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
同
意
さ
れ
た
方
も

数
多
く
あ
っ
た
。

■
心
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業

問　
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
の
課

題
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
本
市
に
お
い
て
小
学
生
で
約

１
％
、
中
学
生
で
約
６
％
を
超
え

る
児
童
・
生
徒
が
不
登
校
に
な
っ

て
い
る
現
状
に
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
「
け
や
き
広
場
」
に
来

る
子
ど
も
た
ち
は
、
年
間
20
数
名

に
止
ま
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
通
え

な
い
児
童
・
生
徒
が
た
く
さ
ん
い

る
。
こ
の
た
め
、
本
事
業
と
は
別

に
令
和
３
年
度
よ
り
不
登
校
対
策

推
進
事
業
の
中
で
、
福
祉
と
教
育

の
連
携
に
よ
る
不
登
校
支
援
連
携

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
実
態
把
握

と
児
童
・
生
徒
に
必
要
な
支
援
の

検
討
や
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

■
農
匠
の
郷
や
く
の
施
設
管
理
運

営
事
業

問　
令
和
２
年
度
末
で
指
定
管
理

制
度
が
終
了
し
、
大
半
の
施
設
が

休
館
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
、

指
定
管
理
制
度
の
時
に
は
な
か
っ

た
委
託
業
務
の
内
容
は
。

答　
ほ
っ
こ
り
館
の
温
泉
施
設
に

関
わ
る
業
務
で
あ
り
、
閉
館
は
し

て
い
る
が
停
止
し
た
ま
ま
の
状
態

で
は
稼
働
し
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
や
温
泉
の

汲
み
上
げ
用
の
ポ
ン
プ
を
週
に
１

回
は
稼
働
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
普
及
拡
大
事
業

問　

成
果
実
績
と
日
本
旅
行

Ｔ
Ｉ
Ｓ
へ
の
業
務
委
託
料 けやき広場

委
員
会
審
査
報
告
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７
７
３
万
７
７
１
０
円
の
内
訳
は
。

答　

２
万
円
以
上
利
用
で
の

８
千
ポ
イ
ン
ト
進
呈
の
交
付
件

数
が
８
６
６
件
、
Ｊ
Ｒ
往
復
運

賃
の
20
％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
が

４
４
６
０
件
、
福
知
山
城
・
美
術

館
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
で
の
来
館
に
よ

る
利
用
が
41
人
と
な
っ
て
い
る
。

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ

ン
ト
進
呈
の
８
千
円
分
を
含
め
、

１
件
当
た
り
８
９
３
５
円
の
単
価

で
の
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

■
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

（
有
害
鳥
獣
捕
獲
）

問　
本
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容

で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
市
全
体
で

の
捕
獲
実
績
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

答　
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
夜
久
野

町
の
直
見
地
区
に
檻
と
柵
、
合
計

で
12
基
を
設
置
し
、
シ
カ
23
頭
・

イ
ノ
シ
シ
３
頭
の
捕
獲
実
績
で

あ
っ
た
。
三
和
町
の
川
合
地
区
に

は
６
基
を
設
置
し
、
シ
カ
７
頭
・

イ
ノ
シ
シ
２
頭
の
捕
獲
実
績
で

あ
っ
た
。
市
全
体
の
捕
獲
実
績
と

し
て
は
、
シ
カ
５
０
０
９
頭
、
イ
ノ

シ
シ
８
４
２
頭
を
は
じ
め
、
合
計

で
６
１
５
１
頭
と
な
っ
て
い
る
。

■
市
税
に
つ
い
て

問　
個
人
市
民
税
の
減
収
、
法
人

市
民
税
の
増
収
の
要
因
は
。

答　
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
課
税
標
準
額
区
分

３
０
０
万
円
以
上
７
０
０
万
円
以

下
の
階
層
に
お
け
る
所
得
の
減
少

と
、
３
０
０
万
円
以
下
の
階
層
の

所
得
の
増
加
が
同
時
に
起
こ
り
、

景
気
の
低
迷
か
ら
労
働
時
間
が
減

り
、
残
業
代
な
ど
の
所
定
外
給
与

が
減
少
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る

と
分
析
を
し
て
い
る
。
法
人
市
民

税
に
つ
い
て
は
、
現
年
課
税
分
・
滞

納
繰
越
分
と
も
に
増
収
と
な
っ
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
た
減
少
率
の

大
き
い
業
種
が
、
本
市
の
法
人
市

民
税
に
占
め
る
割
合
の
約
３
％
と

小
さ
か
っ
た
こ
と
と
、
徴
収
猶
予

の
特
例
分
が
納
付
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
増
収
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

■
水
洗
化
促
進
補
助
事
業

問　
合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理

事
業
補
助
金
は
、
１
基
に
つ
き
一

律
補
助
と
し
て
年
額
３
万
３
千
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
業
者
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
る
実
態
で
あ
り
、

今
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

現
状
に
お
い
て
料
金
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
必
要
な
課
題
と
し
て
考
え
て

い
き
た
い
。

■
介
護
保
険
事
業

問　
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
の
令
和
３
年
度
予
算
額
３
１
０

万
４
千
円
は
、
令
和
２
年
度
予
算

か
ら
約
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
執
行
率
は
51
・
６
％

と
な
っ
た
要
因
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
市
長
申
立
件

数
は
８
件
で
、
令
和
元
年
度
の
１

件
か
ら
大
き
く
増
加
し
た
。
そ
の

た
め
、
令
和
３
年
度
予
算
は
、
制

度
利
用
に
対
す
る
報
酬
助
成
額
を

増
額
し
た
が
、
結
果
と
し
て
経
済

的
に
厳
し
く
報
酬
助
成
の
該
当
に

な
る
方
が
お
ら
れ
ず
、
想
定
し
た

扶
助
費
を
要
し
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

問　
特
定
健
診
の
実
績
、
受
診
率

が
下
が
っ
た
理
由
は
。

答　
対
象
者
１
万
５
４
４
人
の
う

ち
、
受
診
者
は
３
３
７
３
人
と

な
っ
て
お
り
、
受
診
率
は
32
・

０
％
と
前
年
度
と
比
較
し
て
３
・

１
％
減
少
し
て
い
る
。
減
少
の
要

因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
受
診
控
え
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
病
院
事
業

問　
重
要
備
品
購
入
明
細
書
の
中

に
「
生
体
情
報
モ
ニ
タ
送
信
機
」

の
記
述
が
複
数
あ
る
が
、
金
額
の

差
異
の
理
由
は
。

答　
現
在
、
「
生
体
情
報
モ
ニ
タ

送
信
機
」
は
院
内
に
お
い
て
約

１
５
０
台
あ
り
、
患
者
さ
ま
に
装

着
し
て
日
々
運
用
し
て
い
る
も
の

で
、
故
障
の
都
度
購
入
を
し
て

い
る
。
１
５
４
万
円
の
分
は
５

台
分
を
令
和
３
年
７
月
に
購
入
、

98
万
４
５
０
０
円
の
分
は
３
台
分

を
令
和
４
年
３
月
に
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
。

総
括
質
疑

■
一
般
会
計
の
歳
入

問　
次
年
度
以
降
の
市
税
の
見
通

し
は
。

答　

令
和
３
年
度
決
算
に
お
け

る
市
税
収
入
は
前
年
度
比
、
約

１
億
４
５
３
７
万
円
の
増
収
と

な
っ
た
。
令
和
４
年
度
に
つ
い
て

は
、
市
税
収
入
を
８
月
末
現
在
の

現
年
調
定
ベ
ー
ス
で
比
較
す
る
と
、

個
人
市
民
税
・
法
人
市
民
税
・
固

定
資
産
税
な
ど
の
税
目
で
前
年
度

実
績
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
個
人
市
民
税
の
先
行
き
は
、

令
和
３
年
度
に
お
い
て
給
与
所
得

が
総
所
得
金
額
全
体
の
約
87
％
を

占
め
て
お
り
、
企
業
業
績
の
動
向

が
個
人
所
得
に
大
き
く
影
響
を
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
不
安
定

な
世
界
経
済
の
状
況
か
ら
企
業
業

績
の
伸
び
は
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
、
大
き
な
伸
び
を
期
待
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
今
後
に
お
い
て

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
。
ま
た
、

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
も
、
物
価

の
高
騰
や
不
安
定
な
世
界
経
済
の

状
況
な
ど
の
懸
念
材
料
が
あ
り
、

企
業
業
績
の
急
速
な
回
復
基
調
は

望
め
ず
、
今
後
は
厳
し
い
状
況
が

続
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市
税

収
入
の
将
来
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

社
会
情
勢
や
経
済
情
勢
に
大
き
く

左
右
さ
れ
、
今
後
の
税
制
改
正
に

よ
っ
て
も
変
動
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
市
税
全
体
を
見
通
す
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
除
い
て
も
、

普及拡大が望まれるＩＣＯＣＡカード

委
員
会
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人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

総
じ
て
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
る
徴
収
猶
予
は
、
歳
入

決
算
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
か
。

答　
猶
予
さ
れ
た
税
は
令
和
３
年

度
の
滞
納
繰
越
分
と
し
て
納
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
３
年
度

の
滞
納
繰
越
額
２
億
４
１
０
０
万

円
の
う
ち
、
１
億
９
５
０
０
万
円

を
占
め
て
お
り
、
滞
納
繰
越
分
の

徴
収
率
は
徴
収
猶
予
を
受
け
た
税

の
納
付
に
よ
り
、
前
年
度
対
比

34
・
37
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

■
一
般
会
計
の
歳
出

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

問　
諸
事
業
の
ト
ー
タ
ル
的
な
決

算
状
況
は
。

答　
教
育
分
野
で
約
１
億	

１
３
６
０
万
円
、
防
災
や
ア
グ

リ
分
野
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
も
の
な
ど

に
約
１
４
５
０
万
円
、
ス
マ
ー

ト
農
業
等
機
械
の
導
入
支
援
な

ど
に
約
９
５
０
万
円
、
避
難
ス

イ
ッ
チ
情
報
発
信
な
ど
に
約

９
１
０
万
円
、
医
療
福
祉
分
野
で

約
２
１
７
０
万
円
、
行
政
事
務
分

野
で
約
８
７
０
万
円
で
あ
り
、
合

計
約
１
億
７
７
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
事
業

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
事
業
に
重
点
を
お
い
た
市

政
運
営
が
さ
れ
た
中
で
は
あ
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
負
担
に
対
し
て
、

そ
れ
相
応
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
た
か
。

答　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
、
度

重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
に
伴

い
、
公
共
施
設
の
休
止
や
利
用
制

限
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
な

ど
を
受
け
て
、
事
業
の
中
止
や
縮

小
に
よ
り
活
動
を
制
限
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

も
の
を
は
じ
め
、
幅
広
く
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関

連
と
し
て
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
や
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
と
い
っ
た
国
の
給
付
事
業
な
ど

の
ほ
か
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
て
福
知
山
市
緊
急

事
態
措
置
協
力
金
対
象
外
事
業
者

応
援
事
業
や
、
図
書
館
電
子
書

籍
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
、

本
市
独
自
の
施
策
も
加
え
、
必
要

な
対
応
を
臨
機
に
進
め
、
市
民
や

事
業
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に
適

宜
適
切
に
施
策
を
実
施
し
て
き
た

も
の
と
考
え
る
。

観
光
施
策

問　
光
秀
マ
イ
ン
ド
活
用
効
果
と

今
後
の
観
光
施
策
の
方
向
性
は
。

答　
光
秀
マ
イ
ン
ド
の
活
用
効
果

と
し
て
、
市
内
外
の
２
千
人
以
上

の
企
画
参
加
、
Ｔ
Ｖ
や
全
国
紙
も

含
め
約
２
５
０
件
の
メ
デ
ィ
ア
掲

載
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
金

賞
を
は
じ
め
、
ア
ワ
ー
ド
の
多

数
受
賞
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
と
連
携
し
て
、
本
市
で
し
か

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
明
智

光
秀
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
お
よ
び
情
報

発
信
な
ど
を
行
い
、
交
流
人
口
拡

大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
。
本
市
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
産
業

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
創
業
支
援
、

起
業
応
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

光
秀
マ
イ
ン
ド
あ
ふ
れ
る
挑
戦
を

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
令
和
４
年
度
は
、
食
を

通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在

実
施
し
て
い
る
観
光
動
向
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
て
、
今
後
と
も
地

域
資
源
の
磨
き
上
げ
を
通
じ
て
、

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

福
知
山
公
立
大
学

問　
令
和
３
年
度
の
本
市
か
ら
福

知
山
公
立
大
学
へ
の
委
託
事
業
の

総
数
と
決
算
総
額
は
。

答　
委
託
事
業
の
総
数
は
６
件
で
、

総
額
１
９
５
９
万
４
９
２
０
円
と

な
っ
て
お
り
、
大
学
政
策
課
、
ま連携を強化する福知山公立大学

億円

委
員
会
審
査
報
告
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ち
づ
く
り
推
進
課
、
産
業
観
光
課
、

教
育
委
員
会
で
の
事
業
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率

問　
数
値
は
改
善
し
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
『
２
０
２
５
年
問
題
』

か
ら
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
や

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
増
加
が
予
測
さ
れ

る
が
、
そ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

見
込
ん
で
い
る
か
。

答　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
は
、
令
和
３
年
度
決

算
で
は
12
億
８
９
６
４
万
円
だ

が
、
令
和
３
年
度
作
成
の
中
期
財

政
見
通
し
で
の
令
和
７
年
度
の
額

は
、
14
億
４
５
５
４
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
は
、
令
和
３
年
度
決
算
で
は

12
億
６
３
０
０
万
円
だ
が
、
令
和

７
年
度
の
額
は
、
15
億
１
０
２
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

移
住
定
住
、
空
き
家
・
空
き
店
舗

問　

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
空
家
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
ス
ト
ッ
ク

バ
ン
ク
制
度
の
成
果
は
。

答　

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
成
果
と
し
て
は
、
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
制
度
に
お
い
て
34
件

の
新
規
登
録
が
さ
れ
た
ほ
か
、
過

去
最
多
と
な
る
31
件
の
成
約
が

あ
っ
た
。
空
家
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
成
果
と
し
て
は
、
近
隣
住

民
等
よ
り
相
談
を
受
け
た
40
件
の

う
ち
、
所
有
者
に
対
し
て
管
理
と

指
導
を
行
っ
た
結
果
、
15
件
に
つ

い
て
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
た
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
等
ス
ト
ッ
ク

バ
ン
ク
制
度
の
成
果
と
し
て
は
、

空
き
店
舗
４
件
、
空
き
家
２
件
の

新
規
登
録
が
さ
れ
た
ほ
か
、
福
知

山
市
空
き
店
舗
等
対
策
事
業
補
助

金
を
活
用
し
、
１
件
の
新
規
開
業

が
あ
っ
た
。

基
金

問　
基
金
の
運
用
状
況
は
。

答　

個
別
に
管
理
し
て
い
る

も
の
を
除
い
て
、
基
金
口

と
し
て
一
括
管
理
を
し
て
い

る
。
令
和
３
年
度
期
首
で
の

総
額
は
特
別
会
計
を
含
め
、

１
１
３
億
７
３
６
７
万
２
４
５
６

円
と
な
っ
て
い
る
。
当
該

年
度
に
お
け
る
運
用
益
は

１
７
６
８
万
３
３
２
４
円
で
、
利

回
り
は
０
・
１
５
５
％
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
末
で

の
一
括
管
理
分
の
運
用
状
況
は
、

定
期
預
金
が
52
・
６
％
、
普
通
預

金
が
25
・
66
％
、
債
券
が
21
・

74
％
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
会
計

問　
市
民
病
院
に
つ
い
て
、
12
年

連
続
の
黒
字
決
算
が
継
続
し
、
累

積
赤
字
が
解
消
で
き
た
要
因
と
今

後
の
課
題
は
。

答　
患
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

込
ん
だ
令
和
２
年
度
を
入
院
・
外

来
と
も
上
回
り
、
質
の
高
い
医
療

を
継
続
し
て
提
供
し
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
に
対
す
る
国
・
京
都
府
か
ら
の

補
助
金
も
あ
り
、
約
４
億
２
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。
そ
れ
に

よ
り
約
38
億
円
の
累
積
赤
字
を
解

消
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
が
ん
治
療
等

の
高
度
医
療
や
救
急
医
療
な
ど
、

医
療
機
能
の
充
実
を
積
極
的
に
進

め
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
今
後
は
、

老
朽
化
や
狭き

ょ
う

隘あ
い

化か

し
た
施
設
の

更
新
や
拡
充
、
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
施
設
な
ど
の

整
備
に
つ
い
て
進
め
て
い
く
。

自
由
討
議
テ
ー
マ

〇
「
主
要
な
施
策
の
成
果
説
明

書
」
に
公
会
計
の
財
務
情
報
を
加

え
る
取
り
組
み
を

政
策
提
言　
な
し

反
対
討
論

議
第
33
号
の
一
般
会
計
で
は
、

（
仮
称
）
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
の
建
設

は
住
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
や
同
特
法
失
効
後
も
同
和

事
業
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
な
ど

は
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
議
第
44

号
の
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
で
は
、

受
け
ら
れ
る
医
療
が
差
別
さ
れ
る

仕
組
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら

の
２
議
案
の
認
定
に
つ
い
て
は
反

対
で
あ
る
。

賛
成
討
論　
な
し

審
査
結
果

全
議
案
可
決
お
よ
び
認
定

健全経営が続く福知山市民病院

8年ぶりに80％台に改善

元

元

逓

委
員
会
審
査
報
告
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市民の皆さんからの請願審査

■請願者／合同会社　社会福祉士事務所つゆくさ　
代表　田中　八州男 氏  

■目　的／不登校児童・生徒の学習権・発達権、休
息・余暇権、遊び権、文化権を保障していくため
に、国（文部科学省）が制度化している「不登校特
例校」の設置も選択肢の一つに入れて、早急に協議
していくことを求める。
■請願賛成討論　
「不登校児童生徒に多様な教育機会を」 中村　初代
　増加している不登校児童生徒の対応として、本人
の意思を尊重して一人ひとりの状況に応じた支援、
また、適切で多様な教育機会の確保が求められる。
本市は対策を推進するために「不登校特例校」の調

査をしていると聞いている。議会には行政と一緒に
推進することが求められており、協議を進めること
を求める請願に賛成。
■請願反対討論　
「予算『不登校対策推進事業』で推進中」 大槻　泰德
　令和3年度設置の「多様な学び推進有識者会議」
より、多様な学びの方策などの意見を聞いたり、
先進地視察、不登校支援チームを設置し、相談対
応や寄り添い支援、学校との連携で多様な学びの
施設のあり方など今後、具体的な施策の方向性を
定める中で、新たに「不登校特例校」設置などの
協議を推進することは現時点では同意できない。
■議決結果／不採択

請願第12号　「不登校特例校」設置に向けての協議をすすめることを求める請願

議案に対する討論
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議第17号～議題48号　令和4年度一般会計補正予算（第4号）　ほか
（議題33号から議題47号まで除く）

（議第17号）
「市は直営にするなら覚悟と努力を」	 荒川　浩司
　三和荘の「三和地域交流拠点施設整備事業」のみ
反対。三和町の地域拠点の確保は賛成。当初は工業
団地“アネックス京都三和”の利用を言っておられ
たが、現状も今後も予算審査委員会では、明確な利
用の答弁はなかった。運営をNPOから市の直営に
変えるなら、一定の収益の根拠や企画力が必要であ
り、「今後努力する」では賛成できない。

（議第27号）
「消防は市固有の業務であり反対」	 塩見卯太郎
　京都府中・北部の地域消防指令センターの高機能
消防指令システムを福知山市1カ所に設置する工事

は、①地域的にきめ細かな情報の提供の対応に懸念
があること。②重大で過酷な災害や、地震などに即
応ができないこと。③職員の削減の問題があり、住
民の安心、安全にとって問題であり、消防は本来自
治体固有の業務であり反対。

（全議案）
「原油価格・物価高騰緊急対策強化」	 尾嶋　厚美
　一般会計補正予算（第4号）は、国のコロナ禍に
おける「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」とよ
く整合し、市独自の取り組みによる事業によりス
ピード重視の緊急対策を強化している。　
　その他の議案を含め、市民の健康と安全を第一に
しつつ地域経済や雇用、市民の生活を守るための議
案内容であり、全議案について賛成する。

反 対

反 対

賛 成

議第33号～議題47号まで　令和3年度一般会計歳入歳出決算の認定ほか

（議第33号・議第44号）
「安全対策、期末手当減額は問題」	 塩見卯太郎
　コロナ感染症対策は評価するが、（仮称）ポッポ
ランド建設は住民への説明が不十分、同特法失効
後も同和事業の継続、職員の期末手当減額、京都中
北部消防指令センターの大災害時の対応の問題で反
対。府北部最低のふくふく医療費支給事業の充実改
善を求める。後期高齢者医療事業は受けられる医療
が差別される仕組みのため反対。

（全議案）
「福知山市の持続可能な財政決算」	 田渕　裕二
　令和3年度決算は、しなやかで強靱なまちづくり
予算として新規および継承事業にバランスよく取り
組み、一般会計歳入歳出決算は15億6667万円の黒
字、実質収支額10億410万7千円の黒字決算、財政
健全化判断比率は平成29年度から5年連続して改善
が進んでおり、高く評価する。全議案ともに認定し
賛成する。

反 対 賛 成
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山
未来の会 新政会

無
会
派

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
茂
久

吉
見
　
純
男

塩
見
卯
太
郎

紀
氏
百
合
子

中
村
　
初
代

金
澤
　
栄
子

野
田
　
勝
康

足
立
　
治
之

桐
村
　
一
彦

馬
谷
　
明
美

森
下
　
賢
司

田
中
　
法
男

小
松
　
遼
太

中
嶋
　
　
守

芦
田
　
眞
弘

柴
田
　
　
実

田
渕
　
裕
二

大
槻
　
泰
德

藤
本
　
喜
章

尾
嶋
　
厚
美

荒
川
　
浩
司

議第17号 令和4年度一般会計補正予算（第4号） 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第27号
工事請負契約の締結（京都府中・北部地
域消防指令センター高機能消防指令シス
テム設置）

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第33号 令和3年度一般会計歳入歳出決算の認定 認
定 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第44号 令和3年度後期高齢者医療事業特別会計歳
入歳出決算の認定

認
定 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第12号 「不登校特例校」設置に向けての協議を
すすめることを求める請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × 欠 × × × × × × 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　　※ 髙橋正樹議員（蒼士会）は議長職のため表決に加わっていません。 
所属会派は、10月31日現在 

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表	（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第18号 令和4年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

議第19号 令和4年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

議第20号 令和4年度下水道事業会計補正予算（第1号）

議第21号
福知山市議会議員及び福知山市長の選挙における選挙
運動用自動車の使用の公営に関する条例並びに福知山
市議会議員及び福知山市長の選挙における選挙運動用
ポスターの作成の公営に関する条例の一部改正

議第22号 福知山市における法令遵守の推進等に関する条例
の一部改正

議第23号 福知山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

議第24号 福知山市学校給食費の管理に関する条例制定

議第25号 福知山市大呂自然休養村センター条例の一部改正

議第26号 財政調整基金の繰入れ

議第28号 工事請負契約の締結（日新地域公民館・体育館大
規模改修工事）

議第29号 物品の取得（ICゲート・ICタグ関連機器）

議題30号 和解について

議題31号 損害賠償の額（車両の損害）

議題32号 財産の無償貸付（旧莵原小学校の建物・土地）

議第34号 令和3年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定

議第35号 令和3年度国民健康保険診療所費特別会計歳入歳出
決算の認定

議第36号 令和3年度と畜場費特別会計歳入歳出決算の認定

議第37号 令和3年度宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

議第38号 令和3年度休日急患診療所費特別会計歳入歳出決算
の認定

議第39号 令和3年度公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出
決算の認定

議第40号 令和3年度農業集落排水施設事業特別会計歳入歳出
決算の認定

議第41号 令和3年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事
業特別会計歳入歳出決算の認定

議第42号 令和3年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

議第43号 令和3年度下夜久野地区財産区管理会特別会計歳入
歳出決算の認定

議第45号 令和3年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

議第46号 令和3年度下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定

議第47号 令和3年度病院事業会計決算の認定

議題48号 物品の取得（Microsoft Officeライセンスの購入）

議題49号 教育委員の任命 （塩
し お

見
み

 佳
い

扶
ほ

子
こ

 氏）

議題50号 固定資産評価審査委員会委員の選任（細
ほ そ

見
み

 均
ひとし

 氏）

議題51号 人権擁護委員の候補者の推薦（大
お お

江
え

 みどり 氏）

議題52号 人権擁護委員の候補者の推薦（佐
さ

々
さ

木
き

 和
か ず

美
み

 氏）

議題53号 人権擁護委員の候補者の推薦（月
つ き

見
み

 正
ま さ

代
よ

 氏）

議題54号 人権擁護委員の候補者の推薦（岡
お か

野
の

 天
た か

明
あ き

 氏）

議第55号 令和4年度一般会計補正予算（第5号）

議第56号 教育長の任命（廣
ひ ろ

田
た

 康
や す

男
お

 氏）

■全員賛成で可決・認定・同意となった議案

9月定例会の議決結果について

※「議第18号から議第26号まで」「議第28号から議第32号まで」「議第48号か
ら議第54号まで」の21議案については、中嶋守議員は欠席
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※所属会派は10月31日現在
※この一般質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※馬谷明美議員は病気療養のため、9月8日（木曜日）の本会議を欠席したため、福知山市会議規則第53条第4項

の規定により、通告の効力を失い、一般質問を行いませんでした。

１．日本共産党福知山市会議員団
　　紀氏百合子		議員
２．蒼士会
　　足立　治之		議員
３．福知山未来の会
　　森下　賢司		議員
４．新政会
　　尾嶋　厚美		議員
５．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介		議員
６．新政会
　　田渕　裕二		議員

７．福知山市議会公明党
　　足立　伸一		議員
８．福知山未来の会
　　小松　遼太		議員
９．福知山未来の会
　　田中　法男		議員
10．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男		議員
11．日本共産党福知山市会議員団
　　中村　初代		議員
12．日本共産党福知山市会議員団
　　金澤　栄子		議員

13．日本共産党福知山市会議員団
　　塩見卯太郎		議員
14．新政会
　　大槻　泰德		議員
15．無会派
　　荒川　浩司		議員
16．新政会
　　藤本　喜章		議員

ここが聞きたい！  9月定例会

一 般 質 問
各会派から16議員が質問に登壇！

質問議員

録画配信中！
一般質問の録画配信
は、各議員のQRコー
ドからご覧になれます

スマートフォンから
ご覧になれます
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問　
倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止

め
の
離
職
者
へ
の
保
険
料
軽

減
を
、
短
期
雇
用
や
65
歳
以

上
に
は
適
用
し
な
い
理
由
は
。

答
　
国
保
法
施
行
令
で
雇
用

保
険
法
の
「
特
定
受
給
資
格

者
」
と
「
特
定
理
由
離
職

者
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
。

問　
失
業
す
れ
ば
収
入
が
な

く
な
る
。
病
気
な
ど
で
自
主

退
職
し
た
ら
す
ぐ
に
再
就
職

は
難
し
く
、
保
険
料
減
免
の

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
こ
の
制
度
の
対
象
外
の

失
業
に
は
市
の
国
保
条
例
の

減
免
制
度
で
対
応
し
て
い
る
。

自
己
都
合
や
定
年
退
職
は
対

象
外
だ
が
納
付
が
困
難
な
人

は
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問　
7
割
・
5
割
・
2
割
の

法
定
減
免
は
申
請
不
要
だ
が
、

所
得
を
申
告
し
て
い
な
い
人

は
。

答
　
法
定
減
免
は
低
所
得
者

の
均
等
割
と
平
等
割
を
軽
減

す
る
が
、
世
帯
主
と
加
入
者

の
う
ち
1
人
で
も
所
得
申
告

が
な
い
場
合
は
対
象
外
と
な

る
。

問　
制
度
を
知
ら
な
い
人
も

多
い
と
思
う
が
周
知
は
。

答
　
毎
年
8
月
頃
に
未
申
告

者
に
勧
奨
通
知
を
し
て
い
る
。

問　
国
の
制
度
と
し
て
今
年

か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
が

半
額
に
な
っ
た
が
、
高
校
生

ま
で
半
額
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
受
益
者
負
担
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
、
国
制
度
で

い
き
た
い
。

（
市
民
総
務
部
長
）

誰もが安心して医療を受けたい

その他の質問
・水道料金の基本料金の引き下げを
・生活保護制度の情報提供と福知山市

のホームページについて
・広域避難所マンホールトイレの今後

の計画は

国民健康保険料の負担の軽減を
国保は受益者負担の制度だ

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
紀氏百合子  議員

問　
8
月
13
日
に
告
知
な
く

花
火
を
打
ち
上
げ
ら
れ
た
有

志
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
く
の
方
が
花
火
大
会
の
再

開
を
望
む
と
い
う
新
聞
報
道

が
あ
る
が
ど
う
か
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
署
名
は

承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
結

果
は
市
に
届
い
て
お
ら
ず
、

現
時
点
で
は
再
開
検
討
の
段

階
で
は
な
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

問　
花
火
大
会
の
全
面
再
開

に
向
け
た
考
え
方
は
。

答
　
花
火
大
会
の
再
開
を
検

討
す
る
た
め
に
は
、
市
民
や

関
係
団
体
の
理
解
が
必
要
で

あ
り
、
被
害
者
の
方
や
ご
遺

族
の
理
解
を
最
大
限
得
ら
れ

る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

（
市
長
）

問　
今
回
花
火
を
打
ち
上
げ

た
有
志
の
皆
さ
ま
は
、
被
害

者
の
方
に
も
寄
り
添
い
伝
承

碑
の
作
製
な
ど
き
め
細
か
な

心
遣
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
使
命
は
、
日
本
一
安

全
安
心
な
花
火
大
会
を
再
開

し
若
者
た
ち
の
行
動
力
に
対

し
て
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
、

時
間
を
置
く
こ
と
な
く
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

答
　
今
回
の
花
火
の
打
ち
上

げ
中
、「
市
が
関
与
し
て
い

る
の
か
」
な
ど
批
判
的
な
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
こ
う

い
っ
た
声
が
上
が
る
以
上
、

市
と
し
て
検
討
す
る
段
階
で

は
な
い
と
考
え
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

10分間サプライズで打ち上げられた花火

その他の質問
・コロナ感染者の情報に対する本市の対応につ

いて
・ベルマーク運動に対する本市の考え方について
・人口増に向けた子育て世代への施策について

花火大会再開に向けた今後の展望
現時点では再開検討段階ではない

Q
A

　　　　　　蒼士会
足立　治之  議員
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水泳学習のあり方検討が求められる学校プール

その他の質問
・道路沿いの除草のあり方は
・建設プロジェクトにおける市民

意見の聴取や反映および適切な
広報のあり方は
・福知山市動物園へのアクセス道

路整備が急務ではないか

水泳指導外部委託拡大への考えは
段階的にさらに事業拡大していく

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
森下　賢司  議員

奥野部にある市道でないことから管理不明な橋

その他の質問
・本市の防犯意識及び防犯対策の環境整備について
・福知山市空家等対策計画及び移住・定住について
・第2次福知山市健康増進計画における健康づくり

の取り組みについて

管理不明になっている橋の対応は
異常が生じた場合本市が対応する

Q
A

　　　　　　新政会
尾嶋　厚美  議員
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問　
本
事
業
を
行
う
背
景
や

目
的
は
。

答
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展

す
る
社
会
に
お
い
て
、
人
材

育
成
の
一
つ
と
し
て
実
施
す

る
。
国
際
交
流
を
通
じ
て
自

ら
の
成
長
を
後
押
し
し
、
新

た
な
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
挑
戦

す
る
契
機
と
す
る
こ
と
が
目

的
だ
。

問　
本
年
度
の
取
り
組
み
内

容
は
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
を

鑑
み
海
外
留
学
に
代
え
て
国

内
留
学
を
行
っ
た
。
国
内
で

も
異
文
化
の
体
験
が
で
き
る

施
設
・
環
境
が
豊
富
な
長
崎

県
に
お
い
て
、
2
泊
3
日
で

実
施
し
た
。
語
学
の
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
、
積
極
的
に
生
徒

同
士
が
交
流
で
き
る
機
会
と

し
た
。

問　
短
期
留
学
の
生
徒
の
選

考
方
法
は
。

答
　
関
心
が
あ
る
生
徒
が
自

ら
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
む

方
式
で
、
書
類
審
査
、
作

文
・
面
接
で
15
名
を
決
定
し

た
。

問　
成
果
は
。

答
　
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
語
学
や
異
文
化
体
験

を
行
い
有
意
義
な
国
内
留
学

と
な
っ
た
。
（
教
育
部
長
）

問　
来
年
度
以
降
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
か
。

答
　
来
年
度
は
、
定
員
15
名

で
約
10
日
間
、
時
期
は
8
月

を
予
定
。
カ
ナ
ダ
か
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
検
討
し
て
い
る
。

（
市
長
）

ハウステンボスでの異文化体験

その他の質問
・住民と行政が連携した災害に強いま

ちづくりについて
・地方創生臨時交付金の活用について
・福知山公立大学の現況について
・市営住宅の周辺情報表示について

来年度の中学生短期留学事業は
カナダかオーストラリアを検討中

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党
大谷　洋介  議員

問　
罪
や
非
行
を
行
っ
た
人

た
ち
が
二
度
と
再
犯
を
し
な

い
と
誓
い
、
再
ス
タ
ー
ト
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
厳
し
い
生
活
環
境
や
貧

困
・
疾
病
な
ど
、
更
正
へ
の

道
に
多
く
の
問
題
を
抱
え
る

人
た
ち
が
多
く
、
罪
を
裁
く

司
法
関
係
以
外
に
も
、
一
定

の
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

支
援
が
再
犯
防
止
へ
の
必
要

な
課
題
と
考
え
る
。
本
市
の

見
解
は
。

答
　
平
成
28
年
12
月
に
公
布

さ
れ
た
「
再
犯
の
防
止
等
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
は

「
地
方
再
犯
防
止
推
進
計

画
」
策
定
が
市
町
村
の
努
力

義
務
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、

計
画
策
定
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
（
市
民
総
務
部
長
）

問　
京
都
府
内
で
も
検
挙
者

に
占
め
る
再
犯
者
率
が
50
％

前
後
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

罪
を
罰
す
る
だ
け
で
な
く
、

再
犯
に
至
ら
ず
に
生
活
で
き

る
環
境
を
官
民
一
体
で
総
合

的
に
検
討
し
、
支
援
で
き
る

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定

が
必
要
と
考
え
る
。
市
長
の

答
弁
を
。

答
　
市
は
、
犯
罪
を
し
た
人

と
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
必

要
な
方
に
は
市
民
と
し
て
行

政
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
更
正
と
立
ち
直
り
を

社
会
全
体
で
見
守
る
更
生
保

護
の
体
制
が
推
進
で
き
る
よ

う
、「
福
知
山
市
再
犯
防
止

推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め

た
い
。
　
　
　
　
（
市
長
）

出典：政府広報オンライン

その他の質問

・移住促進及び定住者の活躍の推進につい
て
・福知山城及びゆらのガーデンの周辺整備

について

犯罪のない安全なまちの実現は
再犯防止推進計画策定に取り組む

Q
A

　　　　　　新政会
田渕　裕二  議員

再犯を見守り
支えるまちへ
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完成したバイオマスセンターを見学

その他の質問

・循環型森林整備モデル事業の推進の課題と森
林ビジョンへの反映について
・成年後見制度見直しの動きと市の対応は

循環型のエネルギー施策の課題は
地産の再エネ電力確保を推進する

Q
A

　　　　　　市議会公明党
足立　伸一  議員

待機児童、保留児童を生まないために

その他の質問
・祭りやイベントがもたらす効果、補

助や負担金、また主催、共催、後援
等協力の基準について本市の考えは
・移住定住施策の本市の考え方と地域

おこし協力隊など外部人材の活用は

入所保留児童増の課題解決は
保育人材の確保強化で受け皿拡充

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
小松　遼太  議員

※保留児童…隠れ待機児童とも言われ、保育所に入所資格があり希望をしているのに、入所できない児童

※オンサイトPPA…需要家の敷地内の屋根や遊休地に太陽光発電施設を設置し、発電した電力は自家消費する契約モデル

15　議会だより　No.137

一
般
質
問



問　
国
府
事
業
の
推
進
に
市

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答
　
国
府
と
地
元
の
意
向
を

確
認
し
事
業
説
明
会
の
開

催
・
用
地
買
収
の
折
衝
・
工

事
の
発
生
土
砂
の
調
整
な
ど

連
携
し
て
事
業
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

問　
国
府
事
業
へ
の
市
民
の

依
頼
や
要
望
の
対
応
は
。

答
　
技
術
職
員
と
要
望
内
容

を
確
認
し
て
事
業
へ
の
反
映

を
強
く
働
き
か
け
て
い
る
。

問　
国
府
事
業
の
現
場
で
地

域
住
民
か
ら
課
題
が
提
起
さ

れ
た
場
合
は
。

答
　
地
元
の
皆
さ
ま
が
事
業

主
体
を
把
握
さ
れ
て
い
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
市
か
ら
国

や
府
に
状
況
を
伝
え
て
い
く
。

問　
災
害
時
の
国
府
の
管
轄

部
分
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

答
　
国
・
府
・
市
の
職
員
が

被
害
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
お
り
、
収
集
し
た
情

報
で
通
行
止
め
や
集
落
の
孤

立
な
ど
生
活
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
被
害
は
本
市
の
防

災
行
政
無
線
な
ど
を
活
用
し

て
市
民
に
情
報
発
信
し
て
い

る
。

問　
国
府
や
他
の
市
町
村
の

技
術
職
員
と
の
交
流
は
。

答
　
京
都
府
建
設
技
術
協
会

に
加
入
し
て
工
事
見
学
会
・

技
術
報
告
会
に
参
加
し
て
い

る
。「
北
部
5
市
2
町
合
同

技
術
職
員
研
修
会
」
な
ど
で

交
流
を
図
っ
て
い
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

土地区の大谷川（府管理河川）改修工事

その他の質問

・専門知識を持つ技術系職員の不足につい
て
・公共事業関係費の執行について

国府事業に対する市の関わり方は
更なる要望活動で予算獲得を図る

Q
A

　　　　　　福知山未来の会
田中　法男  議員

大型捕獲檻

その他の質問

・農業用揚水ポンプ更新の現状と
対策は
・三和地域医療体制の早期確立に

ついて

有害鳥獣対策の強化を
現状分析のもと被害防止計画策定

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
吉見　純男  議員
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補聴器で元気な生活の支援を

その他の質問

・誰もが安心して暮らせる地域医療の
充実を
・ごみの減量化に向けて

加齢性難聴の補聴器購入に補助を
聴覚障害の認定見直しを国に要望

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
中村　初代  議員

窓口負担が2割になる方への
お知らせリーフレット

その他の質問

・福知山市の子どもの医療費助成について
・福知山市における再生可能エネルギーの進捗

について

後期高齢者医療費増額の影響は
2114人が2割負担となった

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
金澤　栄子  議員
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問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
B
A
5

系
統
に
よ
る
第
7
波
の
感
染

者
は
7
、
8
月
で
5
6
9
9

人
と
5
、
6
月
の
5
・
8
倍

に
な
っ
た
。
急
拡
大
の
要
因

は
。

答
　
第
7
波
に
な
っ
て
か
ら

は
、
一
部
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
や
、
行
動
制
限
が
な
く

な
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
、
あ
ら

ゆ
る
年
代
で
拡
大
し
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

問　
感
染
し
た
場
合
や
、
濃

厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合
な

ど
丁
寧
な
広
報
が
必
要
だ
が
。

答
　
本
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
し
て

い
る
。
京
都
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
自
宅

で
の
過
ご
し
方
な
ど
分
か
り

や
す
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
活

用
さ
れ
た
い
。
　
（
市
長
）

問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
は
。

答
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
5

カ
月
ご
と
に
通
知
を
送
付
し

て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
も
早
期
開
始
へ
準
備
し
て

い
る
。

問　

公
的
検
査
場
設
置
、

キ
ッ
ト
購
入
補
助
。
学
校
、

保
育
園
、
社
会
福
祉
施
設
で

の
頻
回
検
査
実
施
の
考
え
は
。

答
　
府
が
無
料
検
査
を
実
施

し
て
お
り
、
抗
体
検
査
キ
ッ

ト
も
流
通
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設

な
ど
も
府
で
検
査
し
て
い
る

た
め
、
市
と
し
て
は
実
施
し

て
い
な
い
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

コロナ感染状況のグラフ　福知山市提供

（人）

その他の質問

・上水道の広域化計画と本市の対応は
・市道の認定について

コロナ感染急拡大の現状と対策は
予断許さず、対策を強化する

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団
塩見卯太郎  議員

問　
三
俣
地
区
の
棚
田
井
堰

を
改
修
す
る
場
合
は
、
現
状

復
帰
の
み
が
認
め
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
将
来
の
維

持
管
理
や
圃
場
作
付
け
を
見

越
し
て
小
規
模
な
井
堰
に
移

行
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　
こ
の
井
堰
は
、
昭
和
63

年
の
土
師
川
河
川
災
害
復
旧

に
よ
り
固
定
堰
か
ら
可
動
堰

と
し
て
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、

造
成
時
か
ら
30
年
以
上
経
過

し
た
施
設
。
京
都
府
の
管
理

河
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
修

繕
や
改
修
を
行
う
場
合
に
は
、

府
の
許
可
が
必
要
に
な
る
。

小
規
模
井
堰
に
す
る
た
め
に

可
動
部
分
の
一
部
を
新
た
に

固
定
堰
に
す
る
こ
と
な
ど
は

河
川
の
流
水
を
阻
害
す
る
も

の
で
あ
り
許
可
は
で
き
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

問　
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て

い
る
地
域
も
あ
る
と
聞
く
が
、

こ
の
方
式
に
す
る
と
初
期
投

資
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
も
抑
え
ら
れ
受
益
者
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答
　
ポ
ン
プ
の
耐
用
年
数
で

あ
る
約
15
年
ご
と
に
更
新
が

必
要
と
な
り
ポ
ン
プ
容
量
に

も
よ
る
が
、
そ
の
都
度
相
当

な
額
が
必
要
と
な
る
。
今
後
、

取
水
方
法
ご
と
に
課
題
や
条

件
な
ど
を
整
理
し
て
ど
の
方

法
が
適
し
て
い
る
か
府
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

（
産
業
政
策
部
理
事
）

三俣地区棚田井堰の現状

その他の質問

・官民連携による、空家の利活用及び除却対策
について
・森林環境を守り、里山を活かす担い手の現状

を問う

劣化による井堰の改修費負担は
課題整理を行い府と検討していく

Q
A

　　　　　　新生会
大槻　泰德  議員
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JR福知山駅北口広場の放置状態の花壇

市民力で福知山に元気を
官・民連携で新しいまちづくりを

Q
A

　　　　　　無会派
荒川　浩司  議員

問　
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

の
資
格
取
得
助
成
金
制
度
は
。

答
　
介
護
支
援
専
門
員
は
、

高
齢
者
支
援
を
行
う
上
で
欠

か
せ
な
い
専
門
職
種
で
あ
り
、

令
和
5
年
度
に
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
」
の
見
直
し
を

行
う
中
で
実
態
把
握
し
、
人

材
確
保
に
つ
な
が
る
支
援
策

を
検
討
。（

福
祉
保
健
部
長
）

問　
令
和
5
年
度
「
第
4
次

福
知
山
市
地
域
福
祉
計
画
」

策
定
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
次
期
計
画
で
は
、
住
民

相
互
の
支
え
合
い
の
機
能
強

化
や
包
括
的
な
相
談
支
援
体

制
の
強
化
を
重
要
な
柱
と

し
、
サ
ロ
ン
活
動
、
支
え
合

い
活
動
の
充
実
な
ど
や
年
齢

や
属
性
を
問
わ
な
い
相
談
窓

口
の
拡
充
な
ど
検
討
。
こ
れ

ら
に
併
せ
て
、
次
期
計
画
の

一
部
を
「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
実
施
計
画
」
に

位
置
付
け
て
重
点
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。
こ
の
よ
う

に
公
的
支
援
と
住
民
主
体
の

取
り
組
み
を
一
体
的
に
推
進

す
る
こ
と
で
、
地
域
福
祉
の

「
支
え
手
」
と
「
受
け
手
」

を
固
定
化
す
る
こ
と
な
く
、

誰
も
が
地
域
の
支
え
合
い
の

中
で
役
割
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
を
目
指
す
。
そ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
今
年
中
に
計
画

案
を
ま
と
め
、
議
会
へ
説
明
、

パ
ブ
コ
メ
な
ど
を
行
い
、
令

和
5
年
3
月
議
会
に
提
案
す

る
。
　
　
　
　
　
（
市
長
）

介護あんしん総合センターの窓口

その他の質問

・障害者・高齢者に優しい選挙投票支援に
ついて
・「次善の避難場所」について

地域包括ケアシステムの具現化は
地域共生社会の実現を目指す

Q
A

　　　　　　新政会
藤本　喜章  議員

その他の質問
・不正な一般廃棄物処理に関する裁判の結果と今後の対応に

ついて
・コロナ感染者の状況と今後の対応について
・新ポッポランド建設に対する住民へのアプローチ等は
・介護保険訪問型サービスB型事業の現状と課題・今後の対策は
・福知山市温水プールに介助リハビリ用の車イスの設置を
・住民から行政に対し、書面での回答を求められた時には書面

での回答を
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活
動
日

7
月
11
日
㈪

内　
容

京
都
府
と
の
勉
強
会

お
よ
び
意
見
交
換
会

京
都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所
で

出
張
委
員
会
を
開
催
し
、
治
水
・

河
川
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
と

由
良
川
に
注
ぐ
京
都
府
管
理
河
川

に
つ
い
て
本
年
度
の
工
事
予
定
概

要
の
説
明
を
受
け
た
。

ま
ず
「
流
域
治
水
」
に
関
す
る

説
明
が
あ
っ
た
。
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
河
川
整
備
や

ポ
ン
プ
施
設
だ
け
で
な
く
、
森
林

整
備
・
た
め
池
・
田
ん
ぼ
ダ
ム
・

各
戸
貯
留
・
地
下
貯
留
施
設
・
避

難
準
備
な
ど
の
施
策
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
、「
ふ
せ
ぐ
」「
た
め
る
」

「
そ
な
え
る
」
取
り
組
み
を
、
森

林
か
ら
河
口
ま
で
み
ん
な
で
一
緒

に
な
っ
て
行
う
防
災
減
災
の
新
た

な
考
え
方
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
河
川
の
水
位
計
や
監

視
カ
メ
ラ
の
増
設
、
河
川
の
氾
濫

を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
、
住
民
の
早
期
避
難
の
実
現
に

向
け
て
、
防
災
情
報
の
強
化
・
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
弘
法
川
、
法
川
、
大
谷

川
、
相
長
川
、
牧
川
、
宮
川
に
つ

い
て
本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
護

岸
工
事
や
橋
梁
工
事
の
説
明
を
受

け
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
を
行
い
、

各
事
業
を
着
実
に
進
め
て
欲
し
い

旨
の
要
望
を
し
た
。

活
動
日

7
月
25
日
㈪
〜
26
日
㈫

内　
容

由
良
川
沿
川
３
市
要

望
活
動

３
市
（
福
知
山
・
舞
鶴
・
綾
部
）

の
由
良
川
の
治
水
対
策
に
関
係
す

る
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
合
同

で
国
会
議
員
、
国
土
交
通
省
、
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
に
対

し
て
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

要
望
内
容
は

①
河
川
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
無
堤
防
箇
所
の
早
期
解
消

②
河
道
掘
削
や
樹
木
伐
採
の
計
画

的
実
施
、
内
水
被
害
の
軽
減
対

策
の
支
援

③
気
候
変
動
や
近
年
の
大
規
模
出

水
を
踏
ま
え
た
「
由
良
川
水
系

河
川
整
備
計
画
」
を
含
む
治
水

計
画
の
見
直
し

④
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
の
着
実
な
推
進

活
動
日

8
月
26
日
㈮

内　
容

国
土
交
通
省
・
近
畿
地
方
整
備
局
・
福

知
山
河
川
国
道
事
務
所
と
の
勉
強
会

お
よ
び
現
地
視
察

近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

る
水
害
の
さ
ら
な
る
頻
発
・
激
甚

化
や
「
流
域
治
水
」
の
推
進
、
令

和
４
年
度
の
由
良
川
に
お
け
る
河

川
整
備
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

現
地
の
状
況
を
視
察
し
た
。

ま
ず
、
出
水
期
に
お
い
て
大
江

地
域
に
２
台
の
ポ
ン
プ
車
が
配
置

さ
れ
て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
内
水
軽
減
対
策
と
し

て
、
量
産
型
の
車
両
用
エ
ン
ジ
ン

を
転
用
し
、
コ
ス
ト
を
縮
減
し
な

が
ら
効
率
的
に
河
川
ポ
ン
プ
設
備

の
技
術
開
発
を
行
う
「
マ
ス
プ
ロ

ダ
ク
ツ
型
排
水
ポ
ン
プ
設
備
現
場

実
証
」
に
福
知
山
市
が
応
募
し
、

全
国
６
市
町
の
一
つ
と
し
て
選
定

さ
れ
、
設
置
予
定
と
な
っ
た
大
江

町
の
現
場
を
視
察
し
た
。

ま
た
、
整
備
後
の
排
水
量
が
３

倍
の
容
量
と
な
っ
た
弘
法
川
排
水

機
場
、
福
知
山
市
高
畑
地
区
で
予

定
さ
れ
て
い
る
堤
防
整
備
地
の
視

察
を
行
っ
た
。

今
後
も
、
本
委
員
会
で
は
由
良

川
に
関
す
る
治
水
対
策
事
業
の
推

進
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
要
望
な
ど
の
活
動
を

展
開
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

由良川治水対策に向けて
勉強会、現地視察を行うとともに要望活動を実施

由良川改修促進特別委員会

京都府との勉強会・意見交換会

３市合同で実施した国会議員への要望活動

国土交通省が前進配備する排水ポンプ車

委
員
会
活
動
報
告
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開
催
日

8
月
5
日
㈮

場　
所

ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま

市
民
ホ
ー
ル

福
知
山
市
議
会
が
主
催
す
る
北

部
５
市
の
議
員
研
修
会
は
、
平
成

27
年
度
に
開
催
し
て
か
ら
７
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、近
隣
市
の
舞
鶴
市（
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
）、
綾
部
市
、
宮

津
市
、
京
丹
後
市
議
会
議
員
お
よ

び
各
市
議
会
事
務
局
職
員
が
参
加

し
、
本
市
お
よ
び
近
隣
市
議
会
議

員
の
政
策
形
成
の
向
上
を
目
的
に
、

本
市
で
の
人
口
減
少
が
進
む
中
、

議
会
・
議
員
の
役
割

を
学
び
今
後
の
議
員

活
動
に
役
立
て
る
た

め
開
催
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
開

催
は
、
講
師
の
関 
幸

子
先
生
の
都
合
に
よ

り
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン

の
開
催
に
な
り
ま
し

た
が
、
大
変
貴
重
な

ご
講
話
を
い
た
だ
き
、

本
市
な
ら
び
に
京
都

府
北
部
の
各
市
議
会

議
員
に
と
り
ま
し

て
、
今
後
の
議
会
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
大
い
に
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

講　
師

株
式
会
社

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
研
究
所

代
表
取
締
役　
関　
幸
子 

氏

演　
題

「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

地
方
議
会
の
役
割
」

内
容
は
、
三
つ
の
要
素
に
分
け

た
講
演
で
あ
り
、
①
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
社
会
、
②
デ
ジ
タ
ル
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
、
③
人
口
減
を
前
提
と
し

た
地
域
経
営
で
、
関
氏
の
経
験
を

交
え
な
が
ら
の
内
容
に
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
全

産
業
分
野
に
お
い
て
少
な
か
ら
ず

デ
ジ
タ
ル
化
が
浸
透
・
進
展
す
る

中
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

な
ど
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
、
地
域
が

一
体
と
な
り
「
ど
ん

な
地
域
に
し
た
い
の

か
の
共
有
」
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
に
は
、

関
氏
と
の
意
見
交
換

も
行
い
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
北
部
５
市
議
会

の
連
携
や
意
見
交
換

を
深
め
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
活
動
の
発
展
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

京都府北部五市の
議員研修会を開催
福知山市では７年ぶりの開催！ 
１０５人参加

宮
津
市
議
会
主
催

議
員
研
修
会
に
参
加

開
催
日

8
月
18
日
㈭

場　
所

み
や
づ
歴
史
の
館

文
化
ホ
ー
ル

講　
師

株
式
会
社

地
方
議
会
総
合
研
究
所

代
表
取
締
役　
廣
瀬　
和
彦 

氏

演　
題

効
果
的
な
質
問
手
法
と

政
策
形
成
の
活
か
し
方
に
つ
い
て

福
知
山
市
議
会
議
員
と
事

務
局
職
員
合
わ
せ
て
、
24
名

が
議
員
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
本

会
議
や
委
員
会
で
の
質
問
、

質
疑
の
心
得
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
全
国
の
市
町
議

会
の
一
般
質
問
の
事
例
を
聞

き
な
が
ら
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
の
説
明
を
受
け
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
ま

た
、
質
問
か
ら
さ
ら
に
深
掘

り
の
た
め
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
、
政
策
形
成
に
活
用

す
る
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

舞鶴市議会はオンラインで参加

ハピネスふくちやま 市民ホールで受講

関氏のオンラインによる講演

研
修
報
告



　京都府立大江高等学校の地域
創生科２年生２人が、授業の一環
として９月14日(水）に予算審査委
員会の傍聴に市役所を訪れまし
た。
　傍聴に先立ち、髙橋正樹議長・
吉見茂久副議長の案内で、議場
を見学されました。

大江高校２年生
予算審査委員会
を傍聴

※撮影のため、マスクを外しています。（左から4番目、5番目が高校生）
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行
政
視
察
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
入
れ

開
催
日

7
月
26
日
㈫

場　
所

全
議
員
協
議
会
室

受
け
入
れ
先

広
島
県
尾
道
市
議
会（議

会
運
営
委
員
会
８
名
）

視
察
事
項

議
会
改
革
の
取
り
組
み（
全
般
）に
つ
い
て

対
応
者

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
・

議
会
改
革
検
討
会
議
正
副
委
員
長

本
市
で
は
当
初
、
行
政
視
察
を
来
庁

し
て
い
た
だ
き
、
行
う
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
、
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

増
え
る
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政

視
察
の
要
望
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
対
応
に
変
更
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行

政
視
察
は
、
初
め
て
で
あ
り
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
開
催
す
る
と
、
現
場
で

行
っ
て
い
る
の
と
、
変
わ
り
な
く
、
尾

道
市
が
近
く
に
感
じ
ら
れ
有
意
義
な
行

政
視
察
に
な
り
ま
し
た
。

視
察
の
内
容
は
、
①
議
決
事
項
の
充

実
に
つ
い
て
、
②
議
長
の
議
会
広
報
活

動
に
つ
い
て
、
③
議
会
報
告
会
・
出
張

委
員
会
に
つ
い
て
、
④
行
政
視
察
報
告

会
に
つ
い
て
、
⑤
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
状
況
に
つ
い
て
の
五
つ
の
質
問
に

対
し
て
本
市
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
令
和
４
年
３
月
定
例

会
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
委
員
会

が
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
福
知
山
市
議

会
委
員
会
条
例
と
福
知
山
市
議
会
会
議

規
則
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
催
要

領
」
に
基
づ
き
、
議
員
・
委
員
が
参
集

し
て
行
う
リ
ア
ル
開
催
を
基
本
と
し
ま

す
が
、
や
む
を
得
ず
参
集
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」
の
活
用
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

オンラインで対応

行
政
視
察
・
議
場
見
学



　
今
号
も
、「
議
会
だ
よ
り
」を
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、冠
婚
葬
祭
、テ
レ
ワ
ー
ク
、行
事
、催

し
物
な
ど
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
様
変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、円
安
、物
価
高
に
よ
る
生
活
へ

の
多
大
な
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
ん
な
時
こ
そ
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」＝

（Sustainable

　D
evelopm

ent 
G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
））の
略

称
）を
意
識
し
た
生
活
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。日
々
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」を
見
聞
き
し
な
い
日
が
無
い
く
ら

い
で
あ
り
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
大
変
奥
が

深
く
、２
０
３
０
年
を
一
区
切
り
と
す
る

世
界
的
課
題
で
あ
り
目
標
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」世
界

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
私
た

ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
広

が
り
、
大
切
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
」を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
福
知
山
市
政
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
号
の「
議
会
だ
よ
り
」は
、
２
月
上

旬
頃
発
行
予
定
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

12月　1日(木)　本会議〔提案理由の説明（補正予算、条例等）〕
　　12日(月)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、一般質問〕
　　13日(火)　本会議〔一般質問〕
　　14日(水)　本会議〔一般質問〕
　　15日(木)　各所管別委員会〔条例・その他〕
　　16日(金)　予算審査委員会〔補正予算〕
　　19日(月)　予算審査委員会〔補正予算〕、討論・採決
　　23日(金)　本会議〔委員長報告～採決（補正予算、条例等）〕
　　26日(月） （ 会 期 ）

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに全議員協議会などの会議を開催します。

12月定例会 の予定（26日間）
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本会議・委員会を
傍聴しませんか

　本会議の傍聴は、市役所本庁６階へ、委員会の
傍聴は、本庁５階各委員会室へお越しください。
　なお、団体で傍聴を希望される方は、事前に市
議会事務局までご連絡ください。
※マスク着用などコロナ感染症拡大防止にご協力をお願いします。

手話通訳・要約筆記による
本会議・委員会の傍聴ができます。

　聴覚障害のある方が、本会議・委員会を傍聴できるよう、
傍聴席において手話通訳・要約筆記を行っています。手話通
訳・要約筆記を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事
項を記入の上、市議会事務局へ提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロード
できます。

申込み先 福知山市議会事務局
〒620-8501　福知山市字内記13番地の1（市役所5階）
電話：0773-24-7031　FAX：0773-24-7080
Ｅ-mail：sigikai@city.fukuchiyama.lg.jp

本会議などのライブ
配信はこちらから

令和４年度 上半期の政務活動費を各会派へ交付
令和４年度上半期（４月から９月分）の政務活動

費を各会派へ交付しました。
また、政務活動の実績報告書、領
収書、視察研修報告書の写しを市役
所１階情報公開コーナーおよび市議
会のホームページで公開しています。

（単位：円）
会派名・無会派
議員名（人数）

上半期交付額確定額
( 令和 4 年 4 月～ 9 月 )

福 知 山 市 議 会
公　　　  明　　　  党（3 人） 16,852

日 本 共 産 党
福 知 山 市 会 議 員 団（5 人） 594,357

蒼　　　  士　　　  会（3 人） 18,925
大　　 志　　 の　　 会 （２人） 233,643
福 知 山 未 来 の 会（4 人） 110,940
新　　　  政　　　  会（６人） 451,676
無 会 派 ・ 荒 川 浩 司（1 人） 116,468
　　　　　計　　　　 （24 人） 1,542,861

令和４年度上半期交付確定額

お
知
ら
せ



議員訪問インタビュー　

No.43

「ゆっくり走れば強くなる」三段池ＲＣ(ランニングクラブ）
■今回の訪問議員：尾嶋　厚美　・　金澤　栄子　

「元気やで福知山！」「元気やで福知山！」

広告
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福知山市字内記13の1　TEL.0773（24）7031　FAX.0773（24）7080 

今
回
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛

好
家
の
30
代
か
ら
80
代
ま
で

幅
広
い
世
代
で
構
成
、
毎
週

日
曜
日
の
早
朝
、
三
段
池
公

園
の
市
武
道
館
前
に
集
ま

り
、
市
街
地
の
由
良
川
沿
い

を
走
っ
て
い
る
「
三
段
池
Ｒ

Ｃ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

目
的
は
な
ん
で
す
か
。

走
る
楽
し
さ
・
走
る

喜
び
を
知
り
「
ゆ
っ

く
り
走
れ
ば
強
く
な
る
」
を

合
言
葉
に
会
員
相
互
が
切
磋

琢
磨
し
、
健
康
維
持
増
進
と

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

発
足
の
経
緯
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

「
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
が
、

も
っ
と
一
緒
に
走
り
た
い
と

同
志
が
集
ま
り
、
平
成
10
年

に
発
足
し
、
今
年
は
結
成
25

周
年
目
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
拾
い
の
奉
仕
活

動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

走
る
こ
と
、
走
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
、
毎

週
日
曜
日
の
朝
練
習
コ
ー
ス

の
清
掃
や
環
境
資
源
を
大
切

に
す
る
ア
ル
ミ
缶
回
収
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
心
身
の
充

実
と
ク
ラ
ブ
の
団
結
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

健
康
管
理
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
や
熱

中
症
に
よ
る
影
響
を

考
慮
し
、
常
に
注
意
喚
起
と

朝
練
習
で
調
整
を
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法
を
学
ん
だ
り
健
康
講
話

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
実
績
成
果

を
伺
い
ま
す
。

一
般
ラ
ン
ナ
ー
向
け

に
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
を

７
回
、
平
成
16
年
台
風
23

号
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

を
実
施
し
、
福
知
山
市
と
大

江
町
に
募
金
を
持
参
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
福
知
山
マ

ラ
ソ
ン
、
福
知
山
市
民
駅
伝
、

大
江
山
女
子
駅
伝
な
ど
に
参

加
し
上
位
入
賞
の
実
績
成
果

を
出
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
ク
ラ
ブ
抱
負

を
お
聞
き
し
ま
す
。

結
成
当
初
の
気
持
ち

を
大
切
に
、
幅
広
い

年
齢
層
が
よ
り
楽
し
く
走

れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
ま
す
。

特
に
、
若
手
ク
ラ
ブ
員
の
活

躍
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

し
楽
し
く
強
い
ク
ラ
ブ
と
し

て
、
会
員
仲
間
を
さ
ら
に
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
走
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
「
和
気
あ
い
あ
い
」
と

し
た
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
く
よ

う
引
き
続
き
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

三段池RC大町恒夫会長

朝練習コースゴミ拾いの奉仕活動

朝練習準備体操

　

走
る
楽
し
さ
・
苦
し

さ
・
喜
び
は
、
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